
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
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非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

C値-Lv（下限7）

ダイス+Lv個

射撃攻撃の攻撃力+[Lv*2]/メインプロセス終了時、HPを2点消費する

攻撃の対象を範囲（選択）に/1シナリオLv回

キャラ作成時、およびアフタープレイにおける常備化ポイントの計算の際、常備化ポイント+[Lv*10]/侵蝕率によるレベルアップなし/侵蝕率基本値+3

物品を紙状に折りたたむことで相手の目から隠す/Lv個まで隠せる/誰かが隠しているものを見つけようとした場合、<知覚>同士による対決を行う

自分の代わりに学校や会社に行ったり、家事や役所の手続き、公共料金の支払いなどを行う専用の従者がいることを表すエフェクト

FHに協力しているマーセナリーでありながら、普通のサラリーマンとして日常を過ごしてもいる、二面性のある男。
軽い言動の気さくなお兄さん。
要領が良く、会社の上司に対しては上手くヨイショしながら自分の手玉に取り、巧みに社会を渡り歩いている。
FHマーセナリーとしては、自分にメリットがなければ依頼を蹴るなど大胆不敵で気まぐれではあるが、PC3のセルにはよく協力している。

コードネームの由来は、彼の真意を掴もうとするとつるっと逃げてしまい掴めないところがウナギに似ているため。
（あと、食べものとしてのウナギが好き）

【経歴】

功は普通の家庭に生まれ、ごく普通に育ってきた。
あれはまだ子供だった頃。双子の兄の成（なる）が宿題を放って遊び惚けている間、弟の功は真面目に勉強をこなしていた。
二人で足して割ったらちょうどいい、と友人たちにからかわれることもあったが、双子は気にしていなかった。

しかし真面目ながらも実は刺激に飢えていた若き功は、高校生になった頃、
路地裏でいかにも怪しげな「臨床実験の被験者募集」の文字を見て、家族にも内緒で被験者へ志願した。
これは悪魔の囁き。彼にとって初めての「危険な冒険」だ。
結果として、功はFHによってひどく非常識な力に目覚め――いわゆるオーヴァードとなった。

当初こそ戸惑い、FHの悪意の間で揺れ動いたりもしたものの、今ではすっかり逞しくなった。後悔もしていない。
せっかく手に入れた便利な力を上手く使い、正体を悟られることなく日常と非日常の間を渡り歩いている。
もしバレたら？　その時はその時だ。
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